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施工の前に1

保管時の注意1

●窓を重ねる場合は、必ず緩衝材で
保護すること。

▼キズ、破損の予防になります。

●保管する場合は、風にあおられないよう、
ロープなどで窓を固定すること。

▼キズ、破損の予防になります。

●窓に直射日光が当るのを避けること。

▼樹脂が変形し、ソリの原因になります。

●窓の上に物を置かないこと。

▼キズ・破損などの原因になります。

必ずお読みください!

毛布、ダンボール
などをはさむ
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■ 以下のようには運搬しないでください。変形・破損の恐れがあります。

1 施工の前に

運搬時の注意2

■ 正しい持ち運び方

●両手で左右の枠をしっかり持つ。 ●左右および真中の枠をしっかり支える。

●大きな窓を、一人で運ばない。 ●窓の上だけを持たない。

●横にして持たない。 ●連窓の場合、左右の枠だけを持たない。
   （真中の枠も持つこと）

ガラスが入った状態では重量も非常に重くなります。運搬時のちょっ
とした振動や不注意が、思わぬ変形や破損につながることもあります
ので十分ご注意ください。
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枠取付時の注意3

●くぎ・ねじはまっすぐに打ち込んで
ください。
＊ねじ止めの場合は、φ2.5mm 以下のドリ
ルで下穴をあけると打ちやすくなります。

●取付ねじは根元まで締めるように
してください。

●斜めに打つと、枠が変形したり、
ねじ頭等がはみ出たりするおそれが
あります。

Φ 2.5mm以下の
ドリルで下穴を
あける
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・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる

・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる

・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる

・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる
・障子が吊り込めない

・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる
・網戸が外れやすくなる

・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる

・気密性 /水密性が悪くなる
・クレセントがかからない
・障子、網戸の開閉が重くなる
・召合わせ框が干渉する
・網戸が干渉する
・網戸にすき間ができる

P8、P11

P8、P11

P8、P11

P8、P12

P8、P12

P6、P8

P6、P8

（特殊窓の場合は2）

4

1 施工の前に

窓取付け時の許容範囲と主な不具合事例について4

●窓取付け時の許容範囲について

窓の性能を引き出すために、窓を施工される場合には、各計測箇所が下記に記載しております
許容範囲内で取付けされているか確認のうえ、施工をお願いいたします。
各計測箇所の寸法を調整される際には、「取付時の参照手順」欄に示したページの作業内容を確
認してください。
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●主な不具合事例について

前ページの許容範囲を超えてしまうと、以下のような不具合が生じるおそれがあります。
＊主だったもののみ掲載しています。

次ページ以降では「窓の施工手順」についてご紹介します。上記のような
不具合を防ぐためにも、今一度、施工手順を確認しておきましょう。

気密性 /水密性が
悪くなる

クレセント／
ロックがかからない

障子、網戸の開閉が
重くなる

召合わせ框が
干渉する

網戸が干渉する 網戸にすき間が
できる

サーモス専用窓枠が
入らない

窓枠と
樹脂アングルとの
間にすき間ができる

窓枠と
樹脂アングルの間に
波打ちができる

など…
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窓の施工手順2 ＊ここに掲載している施工手順は、　

開口部を造ります1

●以下の寸法を確認し、開口を造ります。

室外側

●間柱、まぐさ、窓台の見付けは45mm以上
●間柱の間隔は500mm以下

P IO N T

窓の重さに
耐えられる間口を造って、
しっかり支えてね！

間隔 500mm以下

柱 間柱 まぐさ

窓台

開口部には相当の重量がかかります。とくに、複層ガラス用窓の重量は
単板ガラス用窓の約 2倍となります。しっかりした開口を造ることが、
不具合のない窓施工への第一歩となります。

見付45mm以上

しっかり接合

見付45mm以上
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　透湿防水シート後張りのタイプの参考例です。

防水処理をします
●窓台に先張り防水シートを貼ります。
＊工務店様、ハウスメーカー様にて取付け方法の指定がある場合には、そちらに従ってください。

2

窓台端部にしっかり防水テープを貼る

P IO N T

●窓台端部に防水テープを貼りこみます。

防水テープを適当な長さに切り、
半分切れ目を入れる。

窓台側を貼る。 室外側を貼る。

室外側 室外側

先張り防水シート
柱に沿って
切れ目を入れる

窓台側に
100mm以上
折り込む

窓の下には
200mm以上

窓台側に
折り込む

200mm以上 75mm以上

切れ目

100mm
以上

100mm
以上

角部を入念に
圧着する。
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2 窓の施工手順

枠を開口部に入れて中央部で振り分けます3

　　　  から枠をはめ、 　　　  からくさびなどで固定します。室外側 室内側

 　　 　から目線で左右のチリが均等になるよう調整します。
その後、水準器などで下枠の水平を確認し、必要があればかい物で調整
します。

室外側

室内側

室内側

室内側

必要に応じてかい物を
用いて、下枠が水平に
なるように調整する

くさびなどで固定

左右のチリを均等に！

枠をはめ込む
（必要に応じて釘な
どで仮止めする）

2

1
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再び           にまわり、下げ振りなどで縦枠の垂直と対角を確認します。室外側

室外側

●『片寄せ』せず、開口の中央に枠を配置します。
●水平・垂直および対角が問題ないか、十分チェックします。

！

必ずご確認ください！

『片寄せ』はしないでください。

▼ 枠の可動範囲が少なくなり、水平・
垂直が出しにくくなります。

水平・垂直と対角を
必ず確認してください。

▼窓の性能を満たすことができなくなります。

下げ振りで垂直をチェック

コンベックスで対角チェック

　 －     ＝± 3mm以内に調整
（特殊窓の場合は± 2mm以内）

上下 2点をさしがねで測る

L2L1

L1 L2

P IO N T

！

3
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枠のフィンを固定します4

●水平・垂直および対角が出ていることを確認したら、
　指定のねじ・釘を使用して枠を固定します。

2 窓の施工手順

かい物を入れ、枠をねじで固定します5

●柱と縦枠および上枠のすきまに、適切な厚さのかい物（木材など）を
　枠取付けねじ穴位置に入れ、ねじ止めします。
　縦枠に L金具がついている場合においても、適切な厚さのかい物
　（木材など）を枠取付けねじ穴位置に入れ、ねじ止めします。

同梱されているねじ・釘を
正しく使用してフィンを
固定します。

P IO N T室外側

ねじ穴の部分に適切な
厚さのかい物を入れます。

縦枠

90度

かい物

室内側

＊隙間調整に便利な『施工調整スペーサー』を必要に応じてご使用ください（P.27 参照）

室外側

室内側

縦枠

90度

かい物L金具

縦枠が柱に対して90 度に
なるように、かい物の厚み
を選びます。

L 金具付き
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●かい物の厚みが不適切ですと、枠が変形するおそれがあります。

必ずご確認ください！

枠取付けねじ位置に必ず適正な厚みのかい物を入れましょう。
P IO N T

●窓枠固定後に…もう一度水平・垂直をチェック！
「手鏡」を使用しますと、
枠のねじれ具合がわかり
やすくなります。

－     ＝± 3mm以内

L2L1

L1 L2

－     ＝± 3mm以内L3 L4
に調整

L4

L3

かい物が薄すぎると… かい物が厚すぎると…

ツヅミになる フクレ（太鼓）になる

室外側 室外側

映り込んだ
サッシの形を
チェック！

※許容範囲についてはP4を参照
してください。
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下枠を固定します6

●窓の垂れ下がり（前倒れ）防止のため、
　テラスサイズは必ず『下枠固定フィン』をねじで固定します。

2 窓の施工手順

垂れ下がり防止のため、テラスサイズは必ず下枠固
定フィンをねじで固定します。

P IO N T

室内側

下枠固定フィン

室外側 室内側

下枠

●サーモスの場合のご注意
引違い窓 /テラスタイプの場合、外障子側の縦枠にカバー材（化粧材）
を使用しています。万が一現場で外れてしまった場合は、枠固定ねじ
の取り付け後、以下のようにはめ込んでください。

室内側
室外側から三番目の
リブにカバーの溝を
はめこみます。

室外側

室内側
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DS窓枠セット（サーモス専用）を取付けます7

サーモスには別途有償品として専用の窓枠があります。一般的な窓枠とは取り付け
方が異なりますので、必ず以下の作業手順をご確認ください。

●はめ込み側（しゃくりがある側）を下にして、窓枠を組み立てます。

●必ず、室内側のしゃくりのラインを
　合わせてください。
合っていないと窓枠をはめたとき、サッシ枠と窓枠との間にすき間が
生じるおそれがあります。

P IO N T

同梱のトラス小ねじ
M4× 40 にて組立て
します。

室内側のしゃくりの
ラインを合わせます。

室内側にでっぱりが
できます。

！

しゃくりがあるほうを
下にします。
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7

●窓枠をはめ込み、固定します。

2 窓の施工手順

●躯体と窓枠のすき間にかい物を入れ、水平・垂直を調整します。

窓枠がねじれてしまわないために、均等にかい物を
入れて、窓枠を水平・垂直にします。

P IO N T

室内側

かい 物 は 300mm
以内の間隔で入れ、
窓枠の水平・垂直
を調整します。

サッシアングルと窓枠の
左右のチリを均等にします。

かい物はボンドまたはピン
ネイルで固定してください。

かい物の厚さを調
整し、窓枠と樹脂
アングル部のすき
間をなくします（赤
丸部分）。

室外側 室内側

上枠からはめ込みます。

あて木をして、プラスチック
ハンマーなどですき間が出ない
ように叩き込んでください。

次に、縦枠→下枠の順ではめ込みます。

＊隙間調整に便利な『施工調整スペーサー』を必要に応じてご使用ください（P.27 参照）

かい物を使用する場合

強く叩きすぎると樹脂アングルが
外れる場合があるので、ご注意ください。！

かい物
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●窓枠固定金具を取り付け、水平・垂直を調整します。

●窓枠固定金具で調整した後、ウレタン発泡を行います。

スマート10（弊社窓枠商品名）などの見付けが薄い窓枠に
ついては、専用の窓枠金具になります。
サーモスフレームインタイプは縦枠のみ取り付け可能です。

P IO N T

＊サーモス用につきましては窓枠固定金具が 2012 年 12 月から同梱になります。

窓枠固定金具を使用する場合

窓枠の施工にウレタン発泡をする場合

約 100mm 約 100mm
約 450mmピッチ

約 100mm

約 100mm

約 450mm

約 450mm

窓枠固定金具を端
部から100mm 程度
の位置に、450mm
程度の間隔で固定
します。

窓枠のすきまやウレタンの漏れを防ぐ
ために、サッシ枠アングルと窓枠部に
平板を当てて、支え棒を立てます。

アングルの浮きや隙間が
なくなる位置で固定します。

ウレタン
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必ずご確認ください！
●窓枠をはめ込み固定する前の状態で、窓枠と樹脂アングルの間に隙間
や浮きなどがないことを確認してください。
　万が一はめ込む際に四方に切りカスが発生し、隙間ができた場合には、
一度窓枠を外して切りカスを取り除いてください。

2 窓の施工手順

切りカスを取り
除きます。

※隙間が発生することがあります。

隙間ができた場合には
窓枠を取り外します。



1mm

17

下枠アングルを取付けます ※テラスサイズの場合8

●テラスサイズの場合には、床材を仕上げ、清掃した後、下枠アングルを取
付けます。その後、アングルコーナーピースを取付けます。

●納まりごとの下枠部処理方法は以下をご確認ください。

アングルコーナーピースは、
サッシアングルのコーナー部に
取付けします。納まりに応じて
点線部をカッター、ニッパーな
どで切取ってください。
※納まりによってフラットにな
らない場合には、矢印の面を
ヤスリなどで調整してください。

在来納まり 浴室納まり

204納まり

床材と下枠の間に
1mmすき間をあけ
ます。

下枠溝部にゴミが
入らないように
注意してください。

両面テープで貼り
付けます。

溝部にシリコン系コーキング材（別売り）を
充てんしてから取付けてください。

室外側 室内側

その後、ねじ締め
します。

室外側 室内側

室外側 室内側 室外側 室内側

下枠アングルは下枠にテープ止めし同梱されております。
アングルコーナーピースは枠の部品セットに同梱されております。
いずれも、紛失には充分ご注意ください。

！

※床材高さに対して 3mmまで調整可能です。
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防水テープ（両面タイプ）を貼ります9

●窓枠の4辺に、図の順番で防水テープを貼ります。
　防水テープの幅は75mm以上としてください。

2 窓の施工手順

防水テープは十分に強く
こすりつけて、ピンホールが
生じないようにします。

P IO N T

室外側

透湿防水シートを施工します10

●防水テープのハクリ紙をはがしてその上から透湿防水シートを貼ります。
シート重ねしろは縦90mm以上、横150mm以上を目安としてください。

防水テープ周辺は、シートに
しわが生じないように丁寧に
加工してください。

下枠部（窓下）には、先張
り防水シートの下に差し込
みます。

防水テープ
ハクリ紙

防水テープ
先張り防水シート

透湿防水シート

縦の重なりしろは90mm以上

横の
重なりしろは
150mm以上 開 口

①

② ②

③④

④

④

④

釘打ちフィンのコーキンググシーラー
に５mm以上ラップするように貼り付け
てください。
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下枠にある排水穴を清掃します11

●下枠部分にある排水穴を清掃します。

排水弁（下枠にたまった
水が排水されます）

木屑やモルタルのカスで排水穴がふさがれますと、下枠にたまった水が排水され
なくなってしまいます。！

水密性を保つため、必ず FRP
防水加工の前にサッシ枠を施工
してください。また、ベランダ
床面からサッシ下枠までの立ち
上げ部の寸法は 120mm 以上
としてください。

サッシ枠施工

FRP防水 防水板

透湿防水シート

先張り防水シート

アスファルトルーフィング

防水テープ

①②
④

⑤
①⑥⑦

③

立上がり

120mm以上

＊工務店様、ハウスメーカー様にて取り付け
方法の指定がある場合には、そちらに従っ
てください。

ベ ラ ン ダ 納 ま り 時 の 外 壁 施 工 に つ い て
参 考

ここを清掃します。
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フレームインタイプの納まりについて3
●フレームインタイプの窓は、上下桟を窓枠で隠すように施工してください。

補足資料

単体引違い窓 単体引違い窓
フレームインタイプ

室内側からの障子の
吊り込み及び取外しは
出来ません。

内 法 基 準 寸 法 の 変 更

サーモスでは、デザイン性及び断熱性能を向上させるために、
『フレームイン構造（隠し框構造）』を採用しています。
この構造により従来品と比べて基本寸法に対する内法基準
寸法の位置と窓枠の仕上げ位置が変更になりますので、ご注意
ください。

※基本寸法の変更はありません。

従来品の内法基準寸法

基本寸法（W）－（20＋20）＝内法基準寸法（w）

例）1690－（20＋20）＝1650

サーモスの内法基準寸法

基本寸法（W）－（35＋35）＝内法基準寸法（w）

例）1690－（35＋35）＝1620

●従来品

●サーモス

w: 内法基準寸法
W

w: 内法基準寸法
W

内法基準寸法（w）＝サッシ基本寸法（W）－40（mm）

内法基準寸法（w）＝サッシ基本寸法（W）－70（mm）

ポイント
窓枠で上下桟を隠しているので、
適正な厚さのかい物で調整してく
ださい。
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単体引違い窓 / 従来マドの場合

窓枠の納まりについて4
補足資料

●当社指定の窓枠を使用する納まり

横断面図

縦断面図

▼窓枠と樹脂アングルの間にすき間ができないように、かい物で調整してください。

かい物

かい物

既製品

ねじで固定

窓枠と樹脂アングルの
すき間ができないように、
かい物で調整します。

サーモス

窓枠を差し込んで
はめこみ固定

室外側

室内側

＊隙間調整に便利な『施工調整スペーサー』を
　必要に応じてご使用ください（P.27 参照）
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造作窓枠の場合

▼造作窓枠の厚みが16.5mm以上の場合は、シャクリを入れてください。

4 窓枠の納まりについて

補足資料

横断面図

縦断面図

●サーモス専用の窓枠を使用しない納まり

造作窓枠の厚みが16.5mm以上の
場合は、シャクリを入れてくだ
さい。

かい物

かい物

窓枠と樹脂アングルの間にすき間
がないように、かい物で調整して
ください。

窓枠のw寸法は、内法基準寸法＋5mm
になるように作成してください。

＊隙間調整に便利な『施工調整スペーサー』を
　必要に応じてご使用ください（P.27 参照）
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横断面図 縦断面図

クロス巻納まりの場合

▼合板は厚みが16.5mm以内のものを使用してください。

かい物

かい物

既製品 サーモス

窓枠と樹脂アングルの間にすき間
がないように、かい物で調整して
ください。
合板は厚みが 16.5mm 以内の
ものを使用してください。合板

石こう
ボード

クロス仕上げ

＊隙間調整に便利な『施工調整スペーサー』を
　必要に応じてご使用ください（P.27 参照）


